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’

、

国
立
国
語
研
究
所
の
歩
み
・
3

漢
字
習
得

は
じ
め
に

　
現
代
の
国
語
の
表
記
が
漢
字
か
な
ま
じ
り
文
を
本

体
と
し
、
　
一
般
に
は
理
解
活
動
も
表
現
居
動
も
漢
字

を
媒
介
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
以
上
、
国
語
の
学

力
の
基
礎
を
な
す
も
の
と
し
て
、
漢
字
の
習
得
に
心

が
け
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
し
か
し
、
お
び
た
だ
し
い
漢
字
群
の
中
か
ら
私
ど

も
の
目
常
の
文
字
生
活
で
、
ど
の
よ
う
な
、
ま
た
ど

れ
く
ら
い
の
野
釣
が
必
要
で
あ
る
か
、
さ
ら
に
、
学

習
者
の
能
力
、
学
習
負
担
か
ら
み
て
、
ど
れ
く
ら
い

が
習
得
可
能
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
重
要
な
問

題
で
あ
っ
て
、
長
い
間
、
国
語
問
題
の
課
題
と
し
て

と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

A
　
研
究
室
と
漢
字
調
査

　
国
立
国
語
研
究
所
国
語
教
育
研
究
室
の
歩
み
を
、

漢
字
に
関
す
る
研
究
と
い
う
観
点
で
し
肖
る
と
、
大

ぎ
く
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

一
　
国
語
学
力
・
言
語
能
力
調
査
の
一
環
と
し
て
の

　
漢
字
力
の
研
究

二
　
義
務
教
育
終
了
者
と
し
て
の
中
学
生
の
漢
字
習

　
得
に
関
す
る
研
究

三
　
漢
字
の
使
用
力
お
よ
び
習
熟
度
を
中
心
と
し
た

　
研
究
一
の
ω
　
昭
和
2
6
年
～
2
9
年
　
文
部
省
・
国
立
教
育

　
研
究
所
実
施
の
学
力
水
準
調
査
の
国
語
科
関
係
を

　
担
当
。
こ
の
中
で
、
児
童
・
生
徒
の
口
紅
の
力
も

　
調
査
し
た
。
（
結
果
↓
国
立
教
育
研
究
所
報
告

　
『
全
国
小
．
中
学
校
児
童
生
徒
　
学
力
水
準
調
査
』
第

　
一
次
中
間
報
告
昭
和
2
7
年
度
）
～
同
（
第
三
次
中

　
間
報
告
　
2
9
年
度
）

一
の
②
　
昭
和
2
8
年
～
3
4
年
「
小
学
生
の
言
語
能
力

　
の
発
達
に
関
す
る
研
究
」
を
実
施
。
そ
の
．
一
環
調

　
査
と
し
て
、
入
学
時
か
ら
卒
業
時
ま
で
の
同
一
児

　
童
の
漢
字
能
力
の
発
達
に
つ
い
て
研
究
し
た
。
六

　
年
卒
業
時
に
は
、
教
育
漢
字
の
全
数
読
み
書
き
調

　
査
を
実
施
し
た
。
（
結
果
↓
国
立
国
語
研
究
所
報

　
告
1
0
『
低
学
年
の
読
み
書
き
能
力
』
　
同
1
4
『
中

　
学
年
の
読
み
書
き
能
力
』
　
同
1
7
『
高
学
年
の
読

　
み
書
き
能
力
』
　
同
2
6
総
合
編
『
小
学
生
の
言
語

　
能
力
の
発
達
』
）

一
の
㈲
　
昭
和
3
6
年
　
中
学
生
の
言
語
能
力
の
概
観

　
調
査
を
実
施
。
　
一
～
三
年
生
の
漢
字
力
に
つ
い
て

　
も
発
達
状
況
を
中
心
に
調
べ
た
。
．

二
の
ω
　
昭
和
3
9
年
～
4
3
年
「
中
学
生
の
漢
字
習
得

　
に
関
す
る
研
究
」
を
実
施
。
（
後
述
）

　
（
結
果
↓
昭
和
3
9
年
～
4
3
年
『
国
立
国
語
研
究
所

　
年
報
』
1
6
・
1
7
・
1
8
。
1
9
・
2
0
　
同
報
告
書
3
6

　
『
中
学
生
の
漢
字
習
得
に
関
す
る
研
究
』
）

二
の
（
付
）
　
昭
和
4
4
年
　
ω
の
調
査
で
、
中
学
生
．
が

　
読
み
書
き
で
き
な
か
っ
た
漢
字
に
つ
い
て
高
校
生

　
の
習
得
力
を
調
査
し
た
。
（
結
果
↓
『
国
立
国
語

　
研
究
所
年
報
』
2
1
）
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三
の
ω
　
昭
和
3
9
年
　
中
学
一
～
三
年
生
の
作
文
に

　
お
け
る
漢
字
使
．
用
の
実
態
を
調
査
し
た
。
（
後
述
）

　
（
結
果
↓
『
国
立
国
語
研
究
所
年
報
』
．
1
7
）
．

三
の
②
　
昭
和
4
4
年
　
高
校
生
の
漢
字
使
用
の
習
熟

　
度
を
み
る
た
め
に
「
か
な
書
き
文
章
の
漢
字
か
な

　
ま
じ
り
文
章
化
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
た
。

・
（
結
果
↓
『
言
語
生
活
』
〈
4
5
年
9
月
号
〉
）

三
の
㈹
　
昭
和
4
6
年
　
漢
字
の
使
用
力
の
基
礎
と
な

　
る
書
字
力
の
習
熟
め
度
合
い
．
を
、
提
出
語
形
に
よ

　
っ
て
考
察
し
よ
う
と
し
て
、
中
学
三
年
生
に
備
考

　
漢
字
獅
字
に
つ
い
て
調
べ
た
。
（
後
述
）

　
（
結
果
↓
国
立
国
甑
哨
研
究
所
論
垢
集
『
こ
と
ば
の
研

　
究
』
4
に
報
告
の
予
定
）

B
．
中
潜
生
の
漢
字
習
得
に
関
す
る
研
究

　
昭
和
4
3
年
来
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
い
、

小
・
中
・
高
校
の
漢
字
の
学
習
指
導
計
画
が
変
っ
た
の

で
、
今
後
の
児
童
・
生
徒
の
漢
字
習
得
の
向
上
充
実

が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
研
究
は
改
訂
前
の
実
態
で
あ

る
が
、
習
得
上
の
本
質
的
な
問
題
を
も
っ
て
い
る
こ

と
、
将
来
、
改
訂
の
成
果
の
比
較
資
料
に
も
な
ろ
う

と
、
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
二
の
ω
中
学
生
の
漢
字
習
得
に
関
す
る
研
究

　
国
語
教
育
研
究
室
で
は
、
そ
れ
ま
で
に
実
施
し
た

．一

A
の
漢
字
に
関
す
る
調
査
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
昭

和
3
9
年
度
ら
、
義
務
教
育
終
了
者
と
し
て
の
中
学
生

の
．
漢
字
習
得
に
関
す
る
研
究
に
着
手
し
た
。

一
　
こ
の
研
究
を
と
り
あ
げ
た
理
由

1
　
こ
こ
数
年
来
、
学
生
・
生
徒
・
児
童
の
漢
字
力

　
の
低
下
が
教
育
上
の
問
題
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る

　
の
で
、
そ
の
実
態
と
原
因
を
た
し
か
め
た
い
。

2
　
漢
字
の
学
習
負
担
の
軽
減
と
、
い
う
立
場
を
も
考

　
慮
し
た
当
用
漢
字
表
の
制
定
か
ら
2
0
年
に
近
く
、

　
当
用
漢
字
に
よ
る
漢
字
教
育
、
文
字
生
活
も
一
応

　
の
普
及
徹
底
を
み
て
い
る
は
ず
で
、
そ
の
程
度
を

　
し
ら
べ
た
い
。

3
　
漢
字
の
学
習
負
担
へ
の
配
慮
か
ら
、
義
務
教
育

　
で
学
ぶ
漢
字
数
は
三
一
、
三
〇
〇
字
で
あ
っ
た

　
が
、
義
務
教
育
の
年
限
が
延
長
し
、
期
間
中
に
学
習

　
す
る
漢
字
の
数
も
当
用
漢
字
を
対
象
と
す
る
こ
と

　
に
な
っ
た
。
し
か
し
読
み
書
き
と
も
に
習
得
す
る

　
こ
と
を
要
請
さ
れ
て
い
る
漢
字
は
、
教
育
漢
字

　
（
正
し
く
は
当
用
漢
字
別
表
の
漢
字
。
こ
こ
で
は
、

　
便
宜
上
、
教
育
漢
字
と
呼
ぶ
。
な
お
、
別
表
正
当
幽

　
用
漢
字
も
教
育
外
当
用
漢
字
と
呼
ぶ
。
）
…
…
字
で

　
あ
る
。
（
昭
和
4
4
年
改
訂
の
中
学
校
学
習
指
導
要

　
領
で
は
、
読
み
一
、
八
五
〇
字
、
書
き
一
、
○
○

　
○
字
を
目
標
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
）

　
義
務
教
育
年
限
の
延
長
に
伴
う
漢
字
習
得
量
に
つ

　
い
て
み
た
い
。

‘
4
　
漢
字
刀
の
低
下
を
い
わ
れ
て
い
る
が
、
戦
前
の

　
漢
字
を
書
く
調
査
（
昭
和
！
0
年
、
小
学
校
六
年
生

　
を
対
象
に
、
国
語
の
教
科
書
一
、
三
五
六
字
に
つ

　
い
て
岡
崎
常
太
郎
氏
が
実
施
し
た
調
査
）
と
、
小

　
学
校
六
年
卒
業
生
を
対
象
に
教
育
漢
字
を
書
く
調

　
査
（
昭
和
3
4
年
、
国
立
国
語
研
究
所
実
施
）
と
比

　
べ
て
、
調
査
の
上
で
は
学
習
し
た
文
字
数
に
対
す

　
る
成
績
は
、
む
し
ろ
、
現
在
の
ほ
う
が
よ
い
と
い

　
う
現
象
が
あ
る
。

5
　
い
っ
ぽ
う
、
私
ど
も
が
、
小
学
六
年
生
に
実
施

　
し
た
教
育
漢
字
全
数
の
読
み
の
成
績
は
、
平
均
正

　
答
率
が
相
当
高
い
の
に
、
大
学
卒
業
生
の
就
職
試

　
験
で
も
誤
読
が
多
い
。
昔
の
ほ
う
が
読
む
力
が
高

　
い
と
す
る
関
係
老
が
お
り
、
昔
に
比
べ
て
、
原
則

　
と
し
て
ル
ビ
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
、
現
在
の
誤

　
読
の
要
因
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

二
　
調
査
の
目
的
・
規
模
・
内
容

　
中
学
生
が
義
務
教
育
を
終
了
す
る
ま
で
に
、
ど
れ

く
ら
い
の
漢
字
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
習
得
す
る

か
、
中
学
三
年
問
に
わ
た
り
、
事
例
的
に
、
特
定
個

人
に
つ
い
て
の
漢
字
習
得
状
況
を
量
的
・
質
的
に
継

続
調
査
し
、
中
学
生
の
漢
字
習
得
の
可
能
な
量
、
習

得
漢
字
の
字
種
、
習
得
要
因
、
お
よ
び
問
題
点
な
ど

を
追
究
し
て
国
語
教
育
お
よ
び
国
語
問
題
に
資
そ
う

と
す
る
こ
の
調
査
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
、
次
の

82
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鳳
耳

・
炉
鵡
‘

、
7

よ
う
な
規
模
・
内
容
・
方
法
で
実
施
し
た
。

　
1
当
用
漢
字
全
数
一
、
八
五
〇
字
の
読
み
書
き
の

　
．
力
を
調
べ
る
。
読
み
に
つ
い
て
は
当
用
漢
字
音

　
　
訓
表
（
改
訂
前
）
に
よ
る
全
音
訓
三
、
　
一
二
二

　
　
の
読
み
の
力
を
調
べ
る
。

　
　
習
得
の
可
能
な
量
、
習
得
経
路
等
を
推
測
す
る

　
　
た
め
に
表
外
字
の
読
む
力
を
も
調
べ
る
。

　
2
同
一
の
被
調
査
者
に
つ
い
て
く
り
返
し
継
続
調

　
　
査
す
る
。

　
3
1
．
2
の
調
査
法
に
よ
る
量
的
負
担
を
考
え
、

　
調
査
の
実
施
・
処
理
に
消
却
方
式
を
と
る
。

　
　
（
全
数
調
査
後
、
習
得
が
安
定
し
た
と
認
め
ら

　
れ
た
場
合
は
そ
の
文
字
を
調
査
対
象
文
字
か
ら

　
は
ず
す
方
法
）

　
4
調
査
の
量
的
負
担
（
文
字
及
び
時
間
数
）
が
多

　
　
い
の
で
、
少
数
の
特
定
生
徒
（
学
級
の
平
均
的

　
生
徒
8
人
）
に
し
ぼ
り
、
く
わ
し
く
調
べ
る
。

5
特
定
生
徒
に
な
る
調
査
結
果
の
検
証
・
補
充
の

　
た
め
に
、
各
学
年
の
中
学
生
集
団
（
二
年
踊

　
人
、
三
年
姫
人
）
に
同
種
の
問
題
に
よ
る
テ
ス

　
ト
を
実
施
す
る
。

6
習
得
の
要
因
資
料
の
収
集
・
整
備

6
1
ω
生
徒
の
側
の
要
因
資
料
（
知
能
・
性
格
・

｝
　
　
　
　
学
力
．
読
書
力
な
ど
を
調
査
す
る
）

6
一
②
教
材
の
側
0
要
因
資
料
（
小
学
校
・
中
学

　
　
　
校
の
全
教
科
書
の
漢
字
出
現
状
況
を
調

　
　
　
査
す
る
）

6
一
㈹
指
導
の
側
の
情
報
の
把
握
・
記
録

7
中
学
校
の
漢
字
学
習
指
導
の
実
態
に
関
す
る
質

　
問
紙
調
査
（
全
国
的
規
模
で
指
導
の
実
態
を
把

握
す
る
）

8
漢
字
習
得
に
関
す
る
実
態
調
査
の
文
献
収
集

三
　
調
査
の
実
施

期
間
　
昭
和
3
9
年
4
月
一
昭
和
4
2
年
3
月

　
1
　
当
用
漢
字
全
数
読
み
書
き
調
査
（
年
間
前
・

　
　
後
期
2
回
、
通
算
6
回
目

　
5
　
問
題
点
の
解
明
・
検
証
テ
ス
ト
（
3
9
年
～
4
2

　
　
年
3
月
、
年
間
1
回
）

　
6
－
ω
・
6
－
㈲
期
間
中
随
時
。

　
6
－
㈲
　
記
録
は
4
2
年
卒
業
時
。

　
6
－
②
　
4
2
～
4
3
年

　
7
　
配
布
か
ら
回
収
ま
で
4
1
年
1
2
月
～
4
2
年
2
月

四
　
調
査
の
対
象

　
当
用
漢
字
全
数
調
査
　
東
京
都
北
区
－
中
学
校
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
徒
8
人
（
男
4
・
女
4
）

　
問
題
点
解
明
・
検
証
テ
ス
ト

　
　
　
一
年
東
京
1
校
（
7
学
級
）
隼
人

　
　
　
2
年
　
東
京
5
校
（
各
2
学
校
級
）
華
人

　
　
　
3
年
東
京
（
2
）
大
阪
（
3
）
名
古
屋
（
2
校
）

　
　
　
　
　
　
　
（
各
2
学
級
分
）
　
　
　
　
当
人

五
　
当
用
漢
字
全
数
読
み
書
き
調
査
の
方
法

　
読
み
・
書
き
の
調
査
方
法
を
別
に
す
る

（
読
み
）
カ
ー
ド
に
よ
る
一
対
一
方
式
（
個
人
調
査
）

　
教
育
漢
字
「
通
」
（
一
音
二
訓
の
文
字
ツ
ウ
／
と

お
る
・
か
よ
う
）
見
出
し
漢
字
の
ほ
か
、
そ
の
文
字

の
音
と
訓
が
出
る
よ
う
な
語
形
を
添
え
た
カ
ー
ド
を
、

用
意
し
、
そ
れ
を
読
ま
せ
、
反
応
を
個
人
別
に
反
応

交通
通

通る　通う

集
計
表
に
詳
し
く
記
入
す
る
。

（
こ
の
方
法
は
卒
業
ま
近
の
6
年
生
に

実
験
の
結
果
考
案
。
音
・
訓
の
反
応
が

出
や
す
い
、
習
得
の
度
合
い
が
判
断
で

き
る
、
所
要
時
間
が
早
い
。
）

　
（
書
き
）
　
原
則
と
し
て
生
徒
に

親
し
い
ほ
う
の
音
・
訓
の
語
形
で

調
べ
る
。
問
題
用
紙
に
記
入
さ
せ

る
集
団
調
査
方
式
。
文
字
の
意
味
が
よ
く
わ
か
る
よ

う
な
文
脈
や
語
句
に
位
置
づ
け
て
問
題
を
出
す
。

　
　
　
　
　
つ
う
　
　
　
　
　
　
　
と
お

「
通
」
↓
交
□
。
　
道
を
□
る
。
（
「
か
よ
う
」
は
出

さ
な
い
）

　
結
果
の
整
理
の
た
め
に
、
個
人
用
整
理
カ
ー
ド

（
文
字
別
．
個
人
別
）
、
調
査
漢
字
整
理
表
（
文
字
別

．
共
同
用
）
を
つ
く
り
、
各
調
査
時
の
反
応
が
正
確

に
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
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六
　
結
果
の
概
要

e
習
得
文
字
量
は
ど
の
く
ら
い
か

　
入
学
時
と
卒
業
時
の
習
得
文
字
量
（
累
積
の
結
果
）

を
み
る
と
、
（
読
み
の
成
績
は
、
音
訓
観
点
を
は
ず

し
て
読
め
て
い
れ
ば
正
答
文
字
と
す
る
。
平
均
正
答

字
数
を
上
段
、
㎜
％
正
答
の
字
数
を
下
段
に
示
す
）

・
義
務
教
育
終
了
ま
で
に
相
当
の
漢
字
習
得
の
伸
び
が

認
め
ら
れ
る
。

　
　
こ
と
に
、
教
育
漢
字
の
読
み
で
は
、
音
訓
観
点
を

　
ほ
ず
せ
ば
く
り
返
し
学
習
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
謝
字

　
の
到
達
度
に
達
し
て
い
る
。
入
学
時
…
…
字
．
…
…
字
↓

卒
業
時
謝
字
・
印
字
。

　
　
教
育
外
当
用
漢
字
の
読
み
は
鵬
・
華
字
↓
脚
．
鵬

字
で
、
一
人
あ
た
り
9
0
％
近
く
（
鵬
字
）
は
読
め
る

　
よ
う
に
な
る
が
、
全
数
ま
で
に
は
至
ら
な
い
。

　
　
教
育
漢
字
を
書
く
力
は
、
鵬
・
踊
字
↓
脚
・
褐
字

　
で
目
標
に
ま
で
達
し
得
ず
、
脚
字
近
い
文
字
を
残
し

　
て
い
る
。

　
　
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
当
時
書
く
こ
と
ま
で
は
要
求

　
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
教
育
外
当
用
漢
字
の
書
字
で
は

　
揃
・
1
7
字
↓
脚
・
踊
字
で
、
中
に
、
相
当
数
の
書
け

　
る
漢
字
が
あ
る
。

　
　
学
習
の
直
接
の
対
象
で
は
な
い
表
外
字
を
読
む
力

　
も
一
応
あ
っ
て
、
一
、
0
0
0
字
中
平
均
正
答
率
3
0

　
％
強
が
習
得
さ
れ
て
い
る
。
計
画
的
な
学
習
文
字
で

な
い
か
ら
集
中
度
は
少
な
い
が
、
か
な
り
読
め
て
い

る
。1
　
個
人
と
し
て
の
文
字
量

　
8
人
の
生
徒
は
平
均
的
中
学
生
と
し
て
選
出
さ
れ
「

た
が
、
や
は
り
個
人
差
が
あ
り
、
卒
業
時
の
習
得
文

字
量
に
も
、
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
方
式

正10b平8最：最：
答％二人低高

1744182117621845読

字字綴字み　　　　　　 　881　　　881　　　881　　　881

十十十十863　　　940　　　881　　　954

　　　　 　　 　

＋＋＋＋表64336．200515外
字黒字二字

書
き

鵬
字
（
膿
＋
腹
）

踊
字
（
脳
＋
粥
）

㎜
字
（
脚
＋
㎜
）

粥
字
（
m
＋
踊
）

（
累
積
結
果
）
を
認
め
る
と
す
れ
ぽ
、
8
人
平
均
の

読
み
一
、
八
一
二
字
＋
鰯
字
、
書
き
一
、
五
〇
〇
字

な
ど
は
、
中
学
三
年
間
の
習
得
文
字
量
の
大
体
を
示

す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

2
　
習
得
文
字
量
に
段
階
が
あ
る

　
こ
の
全
数
読
み
書
き
調
査
は
、
ω
文
字
の
読
み
に

音
訓
を
加
え
た
　
②
大
量
調
査
の
負
担
を
惑
け
て
、

二
回
続
け
て
正
答
で
き
た
文
字
は
習
得
が
完
了
し
た

も
の
と
み
な
し
、
消
去
す
る
方
法
を
と
っ
た
が
、
前

述
の
文
字
量
は
ω
音
訓
に
よ
ら
な
い
整
理
②
消
却

方
式
の
累
積
の
整
理
法
に
し
た
が
っ
て
得
た
も
の
で

あ
る
。

　
し
か
し
、
読
み
の
整
理
に
、
音
訓
観
点
を
加
、
κ
て

み
た
場
合
、
あ
る
音
で
は
よ
く
読
め
て
も
、
訓
で
は

読
め
な
い
と
い
う
音
訓
上
の
問
題
が
あ
り
、
音
訓
を

つ
く
し
て
読
め
な
け
れ
ば
、
習
得
完
了
と
は
認
め
な
、

い
、
さ
ら
に
続
け
て
正
答
で
き
な
け
れ
ば
習
得
完
了

と
は
認
め
な
い
、
読
み
書
き
と
も
に
で
き
な
け
れ
ば

習
得
完
了
と
は
認
め
な
い
の
よ
う
に
習
得
を
き
び
し

い
観
点
で
扱
っ
た
場
合
は
、
習
得
文
字
量
は
そ
れ
ぞ

84

音
訓
か
ら
も
完
全
に
　
　
惇

読
め
る
も
の
　
　
　
　
　
4
6

ど
ち
ら
か
の
音
訓
で

は
完
全
に
読
め
る
も

の

l
A
踊
字

I
B
謝
字

－
c
記
事

一
音
又
は
一
訓
の
文
字
。

音
訓
の
あ
る
字
で
、
音
も
訓
も
読
め

る
。ど

れ
か
の
音
訓
で
は
読
め
て
も
、
他

の
音
ま
た
は
訓
で
は
正
し
く
読
め
な

い
。
や
さ
し
い
音
訓
・
む
ず
か
し
い

音
訓
が
混
在
し
て
い
る
。
低
学
年
用

の
漢
字
も
含
ま
れ
て
い
る
。

委
意
点
曜
貝

安
置
国
道
、
話

因
園
三
悪
和

出
生
川
石
赤

h
層
　
　
　
、

々
7



9
．
・

・
両
・

ζ
．
、

麟

れ
減
少
す
る
α
こ
れ
に
従
ウ
て
整
理
す
る
と
、
卒
業

時
の
、
各
自
が
．
問
題
を
残
し
た
文
字
数
は
、
次
の
よ

う
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

字用外教漢教
　漢当育字育

駕灘
箏拳野

（
書
き
）

33
噤
i
－
～
6
8
）

魏
字
（
呂
　
　

`
」
■
1
　
　

6
）

（
読
み
書
き
と

も
）
90
噤
i
2
1
～
㎜
）

珈
字
（
3
」
慢
9
～
1
1
7
）

　
も
っ
と
も
、
教
育
外
当
用
漢
字
は
学
習
過
程
中
の

文
字
で
あ
り
、
卒
業
時
ま
で
に
国
語
教
科
書
未
提
出

の
文
字
が
㈹
字
も
あ
る
か
ら
、
厳
密
に
は
こ
の
段
階

．
で
は
習
得
完
了
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
（
教

育
漢
字
に
合
わ
せ
て
整
理
し
た
結
果
で
あ
る
。
）
こ

の
問
題
は
む
し
ろ
教
育
漢
字
に
あ
る
が
、
教
育
漢
字

に
も
未
学
習
音
訓
が
あ
る
。
そ
の
上
、
学
習
し
た
文

字
で
、
あ
る
時
点
で
は
読
め
て
も
そ
れ
が
定
着
し
な

い
、
ま
た
、
あ
る
テ
ス
ト
時
で
は
正
し
沸
く
書
け
て

も
、
次
の
テ
ス
ト
で
は
書
き
誤
る
と
い
う
、
漢
字
習

得
過
程
の
上
で
み
ら
れ
る
正
答
の
ゆ
れ
現
象
が
あ
る

こ
と
、
比
較
的
や
さ
し
い
教
育
漢
字
に
、
読
み
の
上

で
も
問
題
が
あ
る
理
由
（
音
訓
関
係
）
を
示
す
数
字

と
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⇔
　
ど
ん
な
字
が
習
得
で
き
た
か

　
読
み

　
（
教
育
漢
字
）

1
　
入
学
時
の
成
績

　
入
学
時
の
読
み
の
結
果
を
具
体
的
に
音
訓
観
点
を

入
れ
て
字
種
に
つ
い
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
文
字
と
し
て
み
た
場
合
は
、
全
員
が
読
め
た
字

は
、
鵬
字
で
あ
っ
た
が
、
音
訓
の
観
点
か
ら
読
み
の

成
績
を
み
る
と
、
書
字
が
珊
％
正
答
文
字
と
な
る
。

珊
％
は
正
答
で
き
な
か
っ
た
習
得
度
の
低
い
8
6
字
に

は
、
高
学
年
用
の
配
当
漢
字
（
現
行
以
前
の
学
年
別

漢
字
配
当
表
に
よ
る
も
の
。
以
下
同
じ
）
が
多
く

（
大
半
は
六
年
用
）
、
習
得
が
定
着
し
て
い
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。

　
下
裳
に
つ
い
て
ど
ち
ら
の
読
み
方
が
優
位
か
を
生

徒
の
音
訓
反
応
に
よ
っ
て
み
る
と
、
読
め
る
音
訓
の

不
均
衡
が
且
立
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
コ
ノ

（
音
優
位
の
字
）
一
音
㎜
％
／
訓
0
一
因
／
よ
る

　
カ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

　
各
／
お
の
お
の
．
字
／
あ
ざ
　
基
／
も
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
く
ゆ
く
お
こ
な
う

（
訓
優
位
の
字
）
訓
㎜
％
／
音
0
一
行
／
ア
ン
（
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
さ
い
　
　
　
　
　
　
ゆ
う

　
ウ
8
7
％
ギ
ョ
ウ
6
2
％
）
　
浅
／
セ
ン
　
タ
／
セ
キ

　
か
す
　
貸
／
タ
イ

　
雨
音
以
上
の
複
数
音
訓
、
多
音
多
訓
の
も
の
に
な

る
と
、
あ
る
音
訓
で
は
読
め
て
も
、
他
の
音
訓
の
読

み
に
抵
抗
が
あ
っ
て
、
教
育
漢
字
は
か
な
り
読
め
て

い
る
よ
う
で
も
、
音
訓
を
つ
く
し
て
そ
の
文
字
が
読

め
る
こ
と
と
ば
．
満
塁
へ
だ
た
り
が
あ
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
。

　
蹴
字
を
学
年
配
当
漢
字
と
の
関
係
で
み
る
と

霧
用
翠
（
髪
転
用
學
（
3
8
％
）

三
年
用
B
（
1
4
）
咽
年
用
6
6
（
詑
）

五
年
用
お
（
2
4
）
肇
用
舗
（
％
）

　
音
訓
関
係
か
ら
は
、
小
学
校
低
学
年
用
の
漢
字
に

問
題
が
あ
る
こ
と
、
あ
る
読
み
方
で
は
よ
く
読
め
る

し
、
書
け
も
す
る
の
で
、
完
全
に
読
め
る
文
字
と
し

て
看
過
さ
れ
が
ち
で
あ
り
、
中
学
校
の
漢
字
の
読
み

の
学
習
は
、
多
く
新
出
の
教
育
外
当
用
漢
字
に
向
け

ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
実
態
を
把
握
し
な
い
で

い
る
と
、
小
・
中
越
の
漢
字
学
習
の
上
で
、
　
一
貫
性

を
保
ち
。
が
た
い
。

2
　
卒
業
時
の
成
績

　
文
字
と
し
て
は
脚
字
読
め
る
。

　
音
訓
観
点
か
ら
し
て
も
ど
ち
ら
か
の
音
訓
の
読
み

　
で
は
翌
翌
読
め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
，

　
音
訓
を
つ
く
し
て
読
め
る
字
は
㎜
字
と
な
る
。

　
教
育
漢
字
の
読
み
の
力
は
入
学
後
三
年
間
で
、
か

な
り
の
発
達
を
み
た
。
し
か
し
音
訓
を
つ
く
し
て
は

読
め
な
い
字
を
㈹
字
残
し
て
お
り
、
入
学
時
調
査
で

み
ら
れ
た
問
題
の
あ
る
音
や
訓
の
中
に
は
、
依
然
と
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し
て
読
め
な
い
音
訓
が
持
ち
こ
さ
れ
て
い
る
。

　
4
人
以
上
が
読
め
な
か
っ
た
音
訓
例

　
8
人
が
読
め
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
7
人
↓

　
因
（
よ
る
↑
読
め
な
い
音
ま
た
は
訓
）
　
殺
（
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
人
↓

　
イ
）
　
社
（
や
し
ろ
）
　
衆
（
シ
ュ
）
　
基
（
も

　
と
い
）
　
政
（
ま
つ
り
ご
と
）
　
天
（
あ
め
）

　
　
　
　
　
　
　
5
人
↓

　
由
（
よ
し
）
　
功
（
ク
）
　
行
（
ア
ン
）
　
夕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
人
↓

　
（
セ
キ
）
　
貸
．
（
タ
イ
）
　
回
（
エ
）
　
字
（
あ

　
ざ
）
　
統
（
す
べ
る
）
　
各
（
お
の
お
の
）
　
眼

　
（
ま
な
ご
）
　
期
（
ゴ
）
　
供
（
ク
）
　
潔
（
い

　
さ
ぎ
よ
い
）
　
興
（
お
こ
る
）
　
災
（
わ
ざ
わ
い
）

　
済
（
す
む
）
　
精
（
シ
ョ
ウ
）
　
説
（
ゼ
イ
）

　
舌
（
ゼ
ッ
）
　
宗
（
ソ
ウ
）
　
難
（
か
た
い
）

　
な
お
、
入
学
時
に
は
読
め
な
か
っ
た
高
学
年
用
の

文
字
が
、
三
年
で
は
、
順
次
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
に
、
三
年
で
の
問
題
の
あ
る
音
訓
の
学
年
別
配
．

当
漢
字
は
、
高
学
年
用
の
も
の
が
ふ
え
て
き
て
い
る
。

　
（
教
育
外
当
用
漢
字
）

1
、
入
学
時
の
成
績

　
　
一
、
　
　
．
l
A
字
一
音
ま
た
は
宇
菓
巨
劇
咲

の読も音
　め完訓
　る全か
　もにら

の読はのど
　め全音ち
　る員訓ら
　もがでか

一
C
3

　
　
8
9
　
一
訓
の
文
字
段
蓄
班
二
野

　
　
字
轄
騨
擁
江
津
城
規
準

－
B
7
も
読
め
る
　
口
腔

　
　
　
ど
れ
か
の
音

字
刷
総
蠣
映
冠
机
諜

・
離
蝶
蝿
松
井
忍
笑
優

　
　
　
い

三
人
1
・
轟
難
平

　
文
字
と
し
て
み
た
場
合
、
全
員
が
正
読
で
き
た
．
字

は
鵬
字
、
音
訓
観
点
か
ら
み
て
も
㈱
字
（
二
割
弱
）
、

七
人
が
読
め
た
単
字
も
入
れ
る
と
、
か
な
り
読
め
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
小
学
校
段
階
で
の
教
育
外
当
用

漢
字
習
得
の
機
会
と
能
力
の
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
調
査
は
六
月
に
着
手
し
た
の
で
、
そ
れ

ま
で
の
国
語
学
習
の
影
響
の
有
無
を
調
べ
た
が
、

（
学
習
文
字
で
全
員
読
め
た
字
5
4
字
、
学
習
と
関
係

な
く
全
員
読
め
た
字
燭
字
）
国
語
学
習
と
の
関
連
は

認
め
ら
．
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
教
育
漢
字
と
の
構

成
度
が
高
く
、
使
用
度
が
高
い
、
日
常
生
活
・
学
校

生
活
に
関
係
が
あ
る
、
読
書
・
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
の
刺
激
を
受
け
る
機
会
の
多
い
文
字
と
し

て
自
然
に
習
得
さ
れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　
（
小
学
生
の
言
語
能
力
調
査
で
、
高
学
年
の
漢
字
力
を
調

べ
た
場
合
、
あ
る
程
度
の
教
育
外
当
用
漢
字
の
読
め
る
可

能
性
が
み
ら
れ
た
が
、
こ
の
調
査
結
果
で
確
か
め
ら
れ

た
。
ま
た
、
・
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で
新
し
く
小
学
校
に

　
お
り
た
、
備
考
漢
字
当
字
と
か
な
り
共
通
性
が
あ
る
。
）
．

2
　
卒
業
時
の
成
績

　
全
員
が
正
答
で
ぎ
た
字
は
文
字
と
し
て
躍
字
、
音

訓
観
点
か
ら
し
て
も
踊
字
で
、
入
学
時
か
ら
比
べ
る

と
習
得
が
著
し
い
。

　
A
　
姐
字
　
西
欧
乾
径
気
随
窒
胞
扱
沖
但
峠
矢

　
B
　
謝
字
　
偉
映
冠
降
松
縦
騒
窓
渡
忍
藪
下
離

　
C
　
引
引
　
依
皆
泣
驚
裁
若
充
酔
井
野
苗
優
涙

　
読
め
な
か
っ
た
字
鳳
m
字
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、

読
み
の
抵
抗
度
の
高
い
も
の
に
は
、
次
の
よ
う
な
字

が
あ
る
。
（
数
字
は
読
め
た
人
数
）

　
6
人
↓

　
該
緩
糾
諮
囚
貞
逓
崩
某
庸
擁
抑
濫
吏
廉
陥
既
筆
癖

　
　
　
　
　
　
　
5
人
↓

　
賜
詔
喪
陵
漏
　
嚇
渇
予
選
拘
升
嘱
畝
逐
迭
篤
頒
匁

　
　
4
人
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
人
↓
　
　
　
　
　
2
人
↓

　
　
子
下
粛
朕
匿
窯
賄
弔
　
寡
衷
奔
璽
遷
　
家
事
款

　
　
　
　
1
人
↓

　
遵
嫡
　
勺

　
こ
れ
ら
の
文
字
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
教
育

外
当
用
漢
字
で
は
、
一
音
又
は
一
訓
の
字
に
、
読
め

な
い
字
が
（
8
5
字
）
多
い
。
（
読
め
な
い
音
訓
数
と

し
て
は
獅
音
皿
訓
と
な
る
。
）

3
　
読
め
な
い
字
の
特
徴

ω
　
こ
の
読
め
な
い
字
に
一
音
ま
た
は
一
訓
の
字
が

多
い
と
い
う
こ
と
は
、
文
字
と
し
て
読
め
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
教
育
漢
字
と
対
照
的
で
あ
る
。

②
　
読
め
な
い
文
字
は
ま
た
、
国
語
の
教
科
書
未
提

出
の
文
字
に
多
い
（
6
9
字
）
。
　
未
学
習
文
字
で
あ
る

．
か
ら
読
め
な
い
わ
け
だ
が
、
未
学
習
文
字
と
し
て
残

る
よ
う
な
こ
の
種
の
字
に
一
音
又
は
一
訓
の
字
が
多

い
と
も
い
え
る
。
（
諸
氏
の
国
語
の
教
科
書
調
査
に

よ
る
本
文
三
三
拙
漢
字
の
共
通
性
塾
局
い
）
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魯

曽
，
、

曽
F

耐
　
当
用
漢
字
補
正
案
で
削
る
候
補
の
字
（
ゴ
チ
ッ

　
ク
体
の
字
）
と
共
通
性
が
あ
る
Q

　
教
育
漢
字
で
は
、
音
訓
上
抵
抗
の
あ
る
文
字
を
残

し
、
低
学
年
用
の
や
さ
し
い
文
字
も
含
ま
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
教
育
外
当
用
漢
字
で
は
、
む
ず
か
し
い

文
字
そ
の
も
の
が
残
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
両
者
の

習
得
上
の
特
徴
が
あ
り
、
漢
字
指
導
上
の
留
意
点
と

し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

4
　
読
み
に
お
け
る
問
題
点

　
文
字
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
教
育
外
当
用
漢
字

に
も
、
音
訓
上
の
不
均
衡
が
あ
る
。
C
置
字
も
音
不

振
（
7
6
音
）
、
訓
不
振
（
7
9
訓
）
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ
ジ
ユ
ウ
ホ
ル
イ
カ
イ
ジ
ン

　
音
不
振
（
訓
で
は
㎜
％
読
め
る
）
　
雷
魚
浦
涙
皆
尋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
て
る
む
ね
つ
の
る
つ
む
め
す

　
訓
不
振
（
音
で
は
㎜
％
読
め
る
）
　
．
充
聖
岳
毒
中

　
と
ど
こ
お
る

　
滞

　
教
育
漢
字
も
含
め
て
、
読
み
の
上
で
抵
抗
の
あ
る

音
訓
の
特
徴
に
は
次
の
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。

①
音
不
振
の
も
の

　
①
特
殊
音
の
も
の

　
読
め
な
い
音
に
は
、
呉
音
な
ど
、
仏
教
や
特
殊
な

用
語
に
用
い
る
音
で
、
当
用
漢
字
の
音
訓
表
で
特
殊

音
訓
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
に
多
い
。
、
久
遠

遊
説
　
衆
生
　
虚
空
　
帰
依
　
懸
念
。
教
育
漢
字
に

は
こ
の
特
殊
音
訓
が
多
く
（
謝
字
中
6
0
字
6
2
音
訓
／

鮒
字
中
2
1
字
2
1
音
訓
）
読
め
な
い
音
の
首
位
を
占
め

て
い
る
。
し
か
し
、
特
殊
音
で
あ
り
な
が
ら
兄
（
キ

ョ
ウ
）
　
弟
（
ダ
イ
）
　
貧
乏
　
過
去
　
井
（
シ
ョ
ウ

　
天
井
）
　
昔
（
シ
ャ
ク
）
の
よ
う
に
む
し
ろ
よ
く

読
め
る
、
か
え
っ
て
、
ふ
つ
う
の
音
　
井
（
セ
イ

市
井
　
油
井
）
　
昔
（
セ
キ
　
昔
日
・
昔
年
）
の
ほ

う
が
読
め
な
い
。
用
語
の
親
近
性
の
有
無
・
程
度
が

強
く
作
用
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　
特
殊
音
で
は
な
い
が
、
風
袋
（
タ
イ
）
　
種
苗
・

育
苗
（
ビ
ョ
ウ
）
，
曲
浦
（
ホ
）
な
ど
、
使
用
語
彙

範
囲
の
狭
く
限
ら
れ
た
も
の
も
例
に
は
い
る
。

　
②
や
さ
し
い
話
し
こ
と
ば
、
和
語
に
代
用
さ
れ
て

　
い
る
漢
語
の
音

　
朝
夕
（
チ
ョ
ウ
セ
キ
↓
あ
さ
ゆ
う
）
　
河
川
（
カ

　
セ
ン
↓
か
わ
）
　
婿
（
む
ご
）
は
全
員
が
読
め
て
も

　
（
セ
イ
）
は
ひ
と
り
も
読
め
な
い
。

　
③
語
彙
力
の
未
熟
か
ら

　
①
②
も
語
彙
力
と
関
係
す
る
が
、
日
常
社
会
で
使

用
さ
れ
て
い
る
普
通
の
語
で
不
振
な
場
合
は
、
語
彙

力
の
未
熟
さ
か
ら
く
る
も
の
で
あ
る
。

　
皆
（
カ
イ
）
が
読
め
な
い
の
は
、
一
般
に
使
用
さ

れ
て
い
る
語
　
皆
勤
　
皆
無
　
皆
済
　
皆
既
食
　
を

知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
提
出
語
形
で
正
答
反
応
が

異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
生
徒
に
親
し
い
語
を
選
ん

で
、
調
査
し
た
の
で
抵
抗
音
訓
の
多
く
は
傾
向
的
に

特
殊
な
も
の
に
現
わ
れ
た
が
、
こ
の
段
階
の
読
字
力

の
も
の
も
生
徒
に
よ
っ
て
相
当
見
う
け
ら
れ
る
。

②
訓
不
振
の
も
の

　
①
文
章
語
的
な
訓

　
現
在
の
話
し
こ
と
ば
で
は
あ
ま
り
使
用
さ
れ
な
い

文
章
語
的
な
訓
で
、
む
し
ろ
同
意
の
そ
の
文
字
を
含

む
漢
語
の
ほ
う
が
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
訓
は
、

不
振
の
傾
向
に
あ
る
。

　
商
あ
き
な
う
↓
商
売
す
る
　
省
か
え
り
み
る
↓
反

　
省
す
る
　
募
つ
の
る
↓
募
集
す
る
　
悔
く
い
る
↓

　
後
悔
す
る
　
旨
む
ね
↓
主
旨

同
意
の
漢
語
で
は
㎜
％
読
め
る
が
訓
で
は
読
め
な
い

で
、
文
字
の
意
味
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
訓
の
機

能
を
失
っ
て
い
る
現
象
が
あ
る
。
こ
の
両
者
の
関
係

は
、
中
学
生
集
団
に
検
証
調
査
を
し
た
結
果
で
も
確

認
さ
れ
た
。

　
②
自
分
に
親
し
い
訓
で
読
む

　
な
お
、
当
用
漢
字
の
音
訓
表
内
の
訓
で
は
読
め
な

い
で
、
一
部
世
間
に
行
な
わ
れ
て
い
る
別
訓
・
俗
訓

な
ど
で
反
応
す
る
例
も
あ
る
。

　
魚
（
う
お
↓
さ
か
な
）
　
政
（
ま
つ
り
ご
と
↓
ま

　
さ
）
怒
（
い
か
る
↓
お
こ
る
）
　
巡
（
め
ぐ
る
↓

　
ま
わ
る
）
　
辛
（
か
ら
い
↓
つ
ら
い
）
　
被
（
こ

　
う
む
る
↓
か
ぶ
る
・
き
る
）

5
　
習
得
の
要
因

　
漢
字
の
習
得
要
因
は
、
教
材
・
指
導
・
学
習
者
・
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社
会
の
文
字
環
境
等
か
ら
考
．
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

が
、
中
学
生
の
漢
字
学
習
は
教
科
書
の
新
出
漢
字
を
．

中
心
に
行
な
わ
れ
る
の
で
、
教
科
書
の
側
の
要
因
を

と
り
あ
げ
て
み
る
。

ω
国
語
教
科
書
と
の
関
係

　
三
年
卒
業
時
の
読
み
の
習
得
状
況
と
し
て
、

　
教
育
漢
字
と
し
て
は
全
数
が
読
め
る
が
、
未
習
得
音
訓

　
が
あ
る
　
9
4
音
　
8
6
訓
　
踊
字

　
教
育
外
当
用
漢
字
で
は
文
字
と
し
て
も
読
め
な
い
も
の

　
が
あ
り
（
m
字
）
さ
ら
に
未
習
得
音
訓
を
残
す
　
葉
音

　
　
魍
訓
　
鵬
字

　
い
っ
ぽ
う
中
学
校
の
国
語
教
科
書
の
漢
字
の
未
提

出
状
況
は
、
教
育
外
当
用
漢
字
腫
燭
字
騰
音
5
9
訓
、

教
育
漢
字
1
1
3
字
5
9
音
2
9
訓
。
（
た
だ
し
、
一
年
．
時
調

査
結
果
、
読
み
書
き
と
も
習
得
の
安
定
し
た
漏
字
を

除
い
た
文
字
に
つ
い
て
調
べ
た
）
で
あ
る
か
ら
、
未

習
二
文
字
、
．
未
習
得
音
訓
を
残
し
た
こ
と
は
教
科
書

の
文
字
提
出
を
反
映
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き

る
。
生
徒
が
使
用
し
た
国
語
教
科
書
の
漢
字
の
提
出

状
況
と
読
め
な
か
っ
た
音
訓
と
の
関
係
を
字
種
に
つ

い
て
具
体
的
に
み
る
と
、
こ
の
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
。②
　
他
教
科
の
教
科
書
と
の
関
係

　
教
育
外
当
用
漢
字
に
つ
い
て
、
他
教
科
の
使
用
状

況
を
調
べ
た
結
果
、
国
語
の
教
科
書
は
未
出
漢
字
而

字
、
他
の
八
教
科
の
教
科
書
（
社
会
・
数
学
。
理
科

・
英
語
・
音
楽
・
美
術
・
体
育
・
技
術
ハ
男
子
〉
・
家

庭
〈
女
子
〉
）
は
、
追
出
漢
字
4
4
字
で
、
国
語
の
未

出
分
拠
字
を
、
補
充
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
国
語
教
科
書
に
出
な
か
っ
た
鵬
字
と
、
卒
業
時
の
．

読
み
の
成
績
の
関
係
を
み
る
と

の書国
字に語
　未教
　出科
165字

　1
　i
字成
　績
　良
　の
96字

のけ国
字に語
　金科
　出だ
78字

”

18字

　1
た抗読
字のみ
　あに
　つ抵
69字

のけ国
字に語
　未科
　出だ
43字

字も他
　回教
　出科
　ので
26字

　
国
語
教
科
書
に
未
出
で
、
成
績
の
よ
く
な
い
字

（
6
9
字
）
よ
り
も
、
成
績
の
よ
い
字
（
9
6
字
）
の
方

が
多
い
が
、
そ
れ
は
他
教
科
で
7
8
字
提
出
さ
れ
て
お

り
、
し
か
も
7
8
字
を
み
る
と
、
（
亜
抗
本
邦
硫
）
教

科
の
学
習
を
通
し
て
習
得
さ
れ
る
文
字
で
あ
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
。
文
字
に
よ
っ
て
は
（
抗
尺
6
堅
靱
．

5
・
硫
4
教
科
）
の
よ
う
に
数
教
科
で
学
習
さ
れ
る

わ
け
で
、
教
育
外
当
用
漢
字
の
成
績
が
予
想
外
に
よ

か
っ
た
こ
と
の
一
要
因
と
し
て
、
他
教
科
の
教
科
書

の
漢
字
提
出
、
他
教
科
の
学
習
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
読
め
な
い
字
（
音
訓
）
と
国
語
教
科
書
未
出
の
字

と
の
関
係
は
対
応
す
る
が
、
読
め
る
字
と
国
語
教
科

書
未
習
の
字
と
の
対
応
が
少
な
い
の
は
、
他
教
科
の

漢
字
提
出
が
作
用
す
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
の
ほ
か
、
実
際
に
は
漢
字
の
使
用
度
数
、
そ
の

文
字
（
語
彙
－
背
景
に
あ
る
事
象
）
へ
の
興
味
・
関

心
度
、
そ
の
文
字
に
接
し
た
時
の
心
理
的
緊
張
度
、

印
象
の
鮮
明
度
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
相
助
け
相

補
っ
て
習
傳
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
り
、
中
学
生
も
、

こ
の
段
階
に
な
る
と
、
単
に
国
語
の
教
科
書
に
よ
る

文
字
学
習
を
通
し
て
だ
け
で
な
く
、
他
教
科
の
学

習
、
生
徒
を
と
り
ま
ぐ
文
字
環
境
に
よ
っ
て
漢
字
を

習
得
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

㈹
社
会
の
使
用
状
況
と
の
関
係

　
読
め
な
い
文
字
や
音
訓
に
鴇
国
語
教
科
書
と
の
関

係
が
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
文
字
」
音
訓
は

社
会
の
使
用
状
況
と
の
関
係
も
深
い
。

　
①
文
字

　
『
現
代
雑
誌
九
十
種
の
用
語
用
字
　
漢
字
表
』
（
国

立
国
語
研
究
所
報
告
書
）
の
調
査
に
よ
る
と
、
使
用

度
の
少
な
い
（
八
度
以
下
）
教
育
外
当
用
漢
字
は
守

旧
あ
る
が
、
卒
業
時
に
読
め
な
か
っ
た
教
育
外
当
用

漢
字
の
大
部
分
が
、
こ
の
中
に
は
い
っ
て
お
り
、
残

り
の
漢
字
も
ほ
と
ん
ど
使
用
度
十
度
前
後
で
あ
る
。

　
②
音
訓

　
教
育
漢
字
は
、
卒
業
時
に
読
め
な
い
音
訓
を
残
し

た
が
、
文
字
と
し
て
は
読
め
て
も
、
音
訓
上
に
問
題

の
あ
っ
た
音
ま
た
は
訓
の
使
用
度
を
み
る
と
、
そ
の

文
字
の
使
用
度
に
比
べ
て
、
非
常
に
低
い
こ
と
が
わ
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5
ゆ

ト
．

典

か
る
。
教
育
費
当
用
漢
字
に
も
こ
れ
と
同
じ
傾
向
が

認
め
ら
れ
、
音
訓
の
読
み
の
成
績
不
振
の
要
因
が
わ

か
る
。

例用
農議トの妻竃憂耀鮮

衆生〔P

由（1）

因る（1）

3

10

2

ユ
　
し
　
る

シ
　
よ
　
．
よ

衆105

由239

もとい0

因　92

基133

0人

〃

〃

〃

遊説（1）

0
　
　
　
2

略

記イ

回409

説214

1人

〃

　
書
き

　
（
教
育
漢
字
）

1
　
入
学
時
の
成
績

　
こ
の
調
査
実
施
当
時
は
、
教
育
漢
字
を
書
く
こ
と

に
つ
い
て
は
、
義
務
教
育
終
了
段
階
を
目
標
と
し
て

い
た
の
で
、
入
学
時
に
は
読
み
と
同
程
度
の
習
得
が

期
待
さ
れ
て
は
い
な
い
し
、
ま
た
、
従
来
の
調
査
結

果
で
も
、
読
み
に
比
べ
て
低
い
。
平
均
正
答
字
数
腸

字
で
あ
る
が
、
全
員
が
共
通
に
正
し
く
書
け
た
字
数

は
謝
辞
（
4
0
％
）
と
少
な
い
。
半
数
以
下
が
書
け
な

か
っ
た
字
は
拠
字
あ
る
。

　
入
学
時
の
書
き
の
成
績
と
学
年
別
漢
字
配
当
表
の

漢
字
と
の
関
係
を
み
る
と
、
皆
が
正
し
く
書
け
る
漢

字
は
低
・
中
学
年
用
漢
字
に
多
く
、
高
学
年
用
漢
字

は
非
常
に
少
な
い
。
低
・
中
学
年
用
漢
字
に
、
基
本

字
形
の
も
の
、
生
活
的
な
や
さ
し
い
も
の
が
あ
り
、
騙

早
く
提
出
さ
れ
、
く
り
返
し
学
習
す
る
機
会
も
多
い

の
で
当
然
で
あ
る
が
、
読
み
に
比
べ
る
と
、
書
く
こ

と
の
習
得
の
度
合
い
が
い
か
に
低
い
か
が
わ
か
る
。

　
読
み
書
ぎ
の
比
率

〈研究所調査〉

（34年）

　読み

　書き

　　読み

　　書き

（39年）

　読み

　書き

　　読み

　　書き

平均正答字数　806字（91％）

　　　’・　　577字（65％）

最高879字　　最低477字

〃　862字　　　〃　198字

平均正答字数　870字（98劣）

　　　〃　　　695字（78劣）

最高880字　　最低842字

〃　843字　　　〃　524字

音
訓
を
か
っ
こ
に
入
れ
れ
ば
、
小
学
校
段
階
で
の

読
み
の
習
得
率
が
か
な
り
高
く
、
読
み
と
書
き
の
成

績
が
開
い
て
い
る
と
い
う
結
果
は
、
今
ま
で
の
調
査

結
果
で
も
同
様
で
あ
る
。
昭
和
3
4
年
、
小
学
生
の
言

語
能
力
の
調
査
で
、
卒
業
直
前
の
児
童
に
劉
字
全
数

調
査
を
し
た
場
合
も
同
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
書
け
な
い
漢
字
の
字
種
に
つ
い
て
み
て
も
、
3
9

年
調
査
で
正
答
5
0
％
以
下
（
4
人
以
下
）
の
文
字
と

34

N
調
査
の
5
0
％
以
下
の
文
字
と
比
較
す
る
と
、
皿

字
中
2
2
字
を
除
い
て
、
難
易
の
差
に
多
少
の
出
入
が

あ
っ
て
も
、
共
通
性
が
認
め
ら
れ
た
。

2
　
卒
業
時
の
成
績

　
入
学
時
の
、
書
字
の
成
績
は
低
か
っ
た
が
こ
れ
が

卒
業
ま
で
の
学
習
に
よ
っ
て
ど
れ
だ
け
到
達
で
き
る

か
を
み
る
と
、
8
人
正
答
字
数
は
m
字
と
な
り
、
約

二
倍
の
発
達
を
み
た
が
、
完
全
正
答
圏
内
か
ら
は
ず

れ
た
字
は
m
字
（
1
2
％
）
残
る
こ
と
に
な
り
、
完
全

に
は
習
得
し
き
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
m

字
は
累
積
の
成
績
で
あ
っ
て
、
習
得
完
了
の
観
点
か

ら
す
る
と
、
…
…
字
に
ふ
え
る
。

　
3
年
卒
業
時
に
書
け
な
い
字
と
し
て
残
っ
た
字
，

悪
遺
壱
下
鞍
僧
事
拡

均
禁
訓
系
潔
券
兼
限

号
穀
妻
聖
祭
際
策
察

就
拾
祝
宿
述
悪
妻
処

専
論
蔵
息
損
貸
単
貯

刊
幹
増
熱
規
程
旗
逆
境

減
厳
固
護
孝
候
康
黄
講

酸
氏
下
直
児
識
謝
借
越

初
招
称
勝
仁
是
制
績
宣

低
濾
出
程
敵
産
典
展
徒
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湯
難
弐
破
拝
版
飯
肥
　
鼻
氷
下
垂
武
画
嚢
陛
補

　
暴
満
遠
耳
預
欲
率
臨
　
　
　
　
　
　
　
（
m
字
）

　
こ
れ
ら
の
書
け
な
い
字
と
学
年
別
配
当
漢
字
と
の
、

関
係
は
、
3
年
遅
↓
4
字
、
4
年
用
↓
1
5
字
、
5
年

用
↓
3
4
字
、
6
年
用
↓
5
7
字
と
依
然
と
し
て
高
学
年

用
の
漢
字
の
習
得
率
の
低
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

3
書
け
な
い
理
由

　
ω
字
形
が
正
し
く
再
生
で
き
な
い

　
こ
れ
ら
の
文
字
が
正
し
く
書
け
な
い
原
因
と
し

て
、
個
別
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
げ
ら
れ
る
が
、
正

し
く
字
形
が
再
生
で
き
な
い
た
め
の
誤
り
が
目
立

っ
。
小
学
校
時
代
か
ら
く
り
返
し
学
習
す
る
機
会
が

多
い
字
で
あ
る
か
ら
、
見
当
外
れ
の
誤
り
は
少
な
い

が
、
正
し
く
字
形
が
と
り
に
く
い
の
で
あ
る
。

　
②
教
科
書
お
よ
び
社
会
の
使
用
状
況
，

　
書
け
な
い
字
の
教
科
書
で
の
使
用
度
を
み
る
と
、

成
績
不
振
の
も
の
は
や
は
り
出
現
回
数
も
少
な
い

（
例
1
1
穀
弐
壱
三
孝
）
傾
向
が
あ
り
、
学
習
の
機
会

も
少
な
い
こ
と
に
な
る
。
出
現
回
数
の
多
い
字
に

は
、
七
人
が
書
け
た
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
出
現

回
数
の
非
常
に
多
か
っ
た
字
（
単
出
典
な
ど
）
で

も
、
完
全
正
答
に
な
れ
な
か
っ
た
の
は
、
正
し
い
字

形
が
再
生
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。

　
弐
壱
陛
孝
俵
な
ど
成
績
不
振
の
字
は
、
教
科
書
の

出
現
度
数
が
少
な
い
だ
け
で
な
く
、
社
会
で
の
使
用

度
も
少
な
く
、
両
者
の
相
乗
関
係
が
み
ら
れ
る
。

　
（
教
育
外
当
用
漢
字
）

1
　
入
学
時
の
成
績

　
平
均
正
答
字
数
と
し
て
は
m
字
で
あ
る
が
、
文
字

の
側
か
ら
み
る
と
、
八
人
全
員
が
書
け
た
字
は
1
7
字

（
1
％
）
7
人
↓
2
2
字
（
2
％
）
6
人
↓
2
9
字
（
3

％
）
で
、
半
数
以
上
の
も
の
が
書
け
た
字
は
価
字
、

ひ
と
り
も
書
け
な
か
っ
た
古
字
（
5
2
％
）
で
あ
る
。

　
テ
ス
ト
実
施
の
関
係
上
、
書
字
テ
ス
ト
は
六
月
か

ら
行
わ
れ
、
学
習
漢
字
が
は
い
っ
て
く
る
が
、
そ
の

程
度
は
1
7
字
中
8
字
、
励
中
中
5
1
字
で
あ
る
。
他
の

書
け
た
字
は
、
学
校
生
活
、
読
書
、
そ
の
他
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
か
ら
と
思
わ
れ
る
字
で
あ
り
、
す
で
に
、
こ

の
段
階
の
漢
字
習
得
経
路
の
拡
大
が
認
め
ら
れ
る
。

2
　
卒
業
時
の
成
績

　
読
み
の
学
習
を
中
心
と
す
る
教
育
外
当
用
漢
字

は
、
卒
業
時
ま
で
に
ど
の
く
ら
い
書
け
る
か
。

　
文
字
を
中
心
と
し
て
み
た
場
合
、
全
員
が
正
答
で

き
た
字
は
踊
字
、
半
数
以
上
の
も
の
が
書
け
た
字
は

㎜
字
（
7
7
％
）
で
、
．
書
く
こ
と
を
特
に
義
務
づ
け
ら

れ
な
い
文
字
と
し
て
は
、
か
な
り
書
け
る
。

　
全
員
が
正
し
く
書
け
た
字

　
亜
心
裡
映
影
堂
鼻
炎
　
鉛
押
沖
乙
菓
介
灰
皆
悔

　
較
汗
巻
企
極
性
皆
目
　
儀
犠
脚
弓
丘
泣
恐
胸
暁

　
菌
筋
垂
耳
径
茎
卒
園
　
警
穴
日
程
玄
謹
撰
互
悟

孔
甲
江
好
露
語
紅
項

姿
飼
争
議
四
三
斜
尺

沼
笑
将
女
帝
障
鐘
城

牲
古
昔
洗
染
扇
鮮
訴

段
古
義
畜
仲
兆
頂
彫

豆
唐
桃
透
稲
糖
虫
送

舶
箱
班
晩
秘
尾
匹
姫

宝
訪
亡
忘
肪
棒
紡
凡

盲
唯
雄
優
羊
溶
踊
雷
「

湾

綱
刻
骨
砂
鉱
酢
錯
咲
枝

若
三
三
樹
秀
巡
召
床
玄

翁
振
針
診
薪
刃
垂
井
征

年
忌
層
操
束
紅
藍
滝
探

潮
澄
庁
毛
管
血
餅
途
渡

軟
乳
業
粘
濃
言
誤
梅
拍

漂
浜
浮
幅
沸
丙
四
壁
浦

枚
埋
又
密
妙
眠
霧
娘
模

頼
乱
離
隆
硫
涼
鈴
劣
郎

3
．
予
想
外
に
書
け
た
理
由

　
義
務
教
育
終
了
ま
で
に
正
し
く
書
け
る
よ
う
に
要

望
さ
れ
て
い
る
教
育
漢
字
が
、
卒
業
時
に
m
字
を
残

し
た
の
に
比
べ
、
書
く
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

な
い
教
育
外
当
用
漢
字
が
踊
字
正
し
く
書
け
た
糾
い

う
こ
と
は
予
想
外
で
あ
る
が
、
書
け
た
文
字
を
検
討

す
る
と
必
然
性
が
認
め
ら
れ
る
。
（
な
お
、
備
考
漢
字

鵬
字
と
共
通
す
る
字
種
が
多
い
）

　
ω
使
用
教
科
書
の
漢
字
提
出

　
早
く
提
出
さ
れ
る
字
　
　
一
年
用
↓
㎜
字
、
二
年

用
↓
4
5
字
、
三
年
用
↓
2
2
字
、
野
心
↓
9
字

　
鵬
字
の
生
徒
使
用
の
国
語
教
科
書
提
出
状
況
を
み

る
と
、
全
体
の
六
割
は
一
年
提
出
漢
字
で
あ
る
。
早

く
提
出
さ
れ
、
く
り
返
し
見
る
機
会
の
あ
る
ほ
う

が
、
習
熟
の
条
件
に
か
な
う
で
あ
ろ
う
し
、
教
科
書
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ξ

A

ρ

編
集
の
側
か
ら
も
、
一
年
か
ら
先
に
、
比
較
的
や
さ

し
い
字
種
が
配
当
さ
れ
て
い
る
。

　
多
教
科
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
る
字
　
　
踊
字
と

生
徒
が
三
年
間
に
使
用
し
た
九
教
科
の
教
科
書
の
漢

字
出
現
状
況
を
調
べ
る
と
、
ど
の
教
科
書
に
も
出
な

か
っ
た
文
字
は
「
悔
」
＝
子
で
、
読
字
に
比
べ
て
、

書
字
で
は
教
科
書
の
使
用
文
字
（
使
用
度
数
・
提
出

教
科
書
数
）
と
の
関
係
が
い
っ
そ
う
深
い
こ
と
、
学

習
と
の
関
係
が
深
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
四
刻
途
（
国
語
＋
8
教
科
）
段
呼
押
優
鉛
較
（
8

　
　
　
．
印
の
字
は
国
語
で
は
使
用
度
0
）
窓
片
晩
模
机

　
　
針
（
7
）
姿
盛
浮
活
路
（
6
）
湿
映
肩
郊
亜
（
5
）

　
　
潮
恐
重
事
（
4
）

　
②
教
育
漢
字
と
の
組
み
合
せ
の
熟
語
で
多
く
使
わ

れ
る
字

　
鷹
字
の
調
査
語
は
、
生
徒
に
親
し
い
語
形
と
し

て
、
，
訓
の
語
で
7
0
字
、
残
り
を
熟
語
で
調
べ
た
が
、

そ
の
う
ち
の
鵬
語
は
、
教
育
漢
字
＋
教
育
外
当
用
漢

　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　

字
（
映
＋
画
　
鉛
筆
　
比
較
　
階
段
ゴ
チ
ッ
ク
体
の

字
は
教
育
漢
字
。
右
肩
の
数
字
は
配
当
学
年
を
示
す
）
の

組
み
合
せ
の
熟
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
教
育
外
当
用

漢
字
は
教
育
漢
字
と
の
組
み
合
せ
の
熟
語
で
使
わ
れ

る
場
合
が
普
遍
的
で
あ
り
、
生
徒
も
日
常
生
活
で
使

用
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
当
時
書
く
こ
と
ま
で
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い

教
育
外
当
用
漢
字
の
中
に
も
、
日
常
生
活
上
、
学
習

上
、
習
得
能
力
上
、
書
け
る
文
字
の
あ
る
こ
と
は
、

教
育
漢
字
外
に
習
得
す
べ
き
漢
字
を
考
え
る
場
合
、

一
つ
の
参
考
に
な
ろ
う
。

六
　
表
外
字
の
読
み
の
力
と
習
得
経
路

e
　
表
外
字
を
読
む
力

　
直
接
に
漢
字
の
学
習
指
導
の
対
象
に
は
な
ら
な
い

が
、
児
童
・
生
徒
の
現
実
の
文
字
生
活
に
は
表
外
字

（
当
用
漢
字
表
外
の
字
）
が
実
在
し
て
い
る
。
中
学

生
は
ど
の
く
ら
い
の
量
の
表
外
字
を
ど
の
よ
う
に
習

得
し
て
い
る
か
、
そ
の
実
態
を
知
る
た
め
に
、
表
外

字
一
、
〇
一
入
字
の
読
み
の
調
査
を
実
施
し
た
。

　
あ
り
の
ま
ま
に
表
外
字
を
読
む
力
、
表
外
字
へ
の

接
近
の
範
囲
、
習
得
経
路
な
ど
が
わ
か
る
よ
う
に
、

調
査
方
法
と
し
て
問
題
に
は
文
字
の
み
を
記
し
、
読

み
と
、
そ
の
習
得
経
路
を
内
省
記
入
さ
せ
る
方
法
を

案
出
し
た
。
（
こ
の
方
法
は
で
た
ら
め
読
み
を
防
ぐ

の
に
役
立
っ
た
）
調
査
文
字
は
第
一
回
入
学
時
か
ら

1頃6僕

2云7岡

8崎 13藤
’． u’’’’”…

例

協
…
稲
を
刈
る
の
稲

　
し
一

　
…
水
稲
・
陸
稲

稲　
…
社
会
で
習
っ
た

逐
次
増
加
し
、
三
年
で
一
、

1
　
読
め
た
表
外
字

テ
ス
ト
時

入
学
時

2
　
年

前
　
期

3
　
年

卒
業
時

○
○
○
字
と
し
た
o

1000　322100文調
　　　　　字姦査

　

（336）　13946　字平

318　字諮
　

（64）3116　読全
46　字姦皇
・垂1）159撃難

　　　　　　　数上

317　7025　答全
　　　　　　　三里　　　　字
　　　　　　　二季

　
（
＊
1
～
3
回
の
調
査
で
全
員
が
2
回
と
も
正
答

　
し
た
1
8
字
を
加
え
た
数
）

　
右
表
の
よ
う
に
、
全
員
が
等
し
く
読
め
る
表
外
字

の
数
は
、
学
習
漢
字
で
な
い
た
め
に
少
な
い
が
、
半

数
以
上
が
読
め
る
表
外
字
は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
っ

て
い
る
。
ま
た
、
全
員
正
答
の
魏
字
の
例
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
字
種
に
よ
っ
て
は
、
い
つ
も
読
め
る
、

ま
た
は
読
め
な
い
の
ご
と
く
反
応
の
固
定
し
て
い
る

文
字
群
も
あ
る
。

　
6
回
の
調
査
で
全
員
が
読
め
た
字
と
正
答
回
数

初
期
の
調
査
で
2
回
続
け
て
正
答
↓

　
堺
亀
堀
吾
岡
弘
杉
柿
智
塚
亭
藤
壷
瞳
皿
馬
立
鹿

　
4
回
正
答
↓
　
　
　
　
　
　
3
回
↓

　
伊
彦
汁
潟
枕
来
書
呂
　
猿
靴
鶴
殻
崎
肌
桂
宏
須
誰
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z
回
↓

仙
栃
梶
引
明
菱
淋
　
咽
韓
雲
州
聴
診
心
計
宋
宝
灯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
回
↓

釣
幡
扉
熊
鯉
口
（
龍
）
純
一
　
阿
嘩
峨
菅
磯
鳩
書

駒
一
頃
圭
冠
嵯
埼
三
遍
塾
篠
庄
昌
洲
厨
芹
蝶
椿
辻

奈
罵
胚
柏
漠
播
磐
糞
菩
蜜
李
栗
燐

読
め
る
表
外
字
に
は
次
の
よ
う
な
字
種
が
あ
る
。

固
有
名
詞
（
人
名
・
地
名
）
に
多
用
さ
れ
る
字
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
ロ
　
ロ

　
人
名
用
漢
字
が
目
だ
つ
（
崎
岡
阪
藤
弘
彦
な
ど
。

　
・
は
人
名
用
漢
字
別
表
の
字
を
示
す
）
。

　
日
常
生
活
で
も
多
用
さ
れ
、
当
用
漢
字
の
補
正
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
ム
　
ム

　
字
ど
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
字
（
靴
扉
口
遊
堀
亭

　
ム
　
ム
　
ム

汁
泥
灯
、
△
は
補
正
漢
字
を
示
す
）
。

　
教
科
の
学
習
関
係
の
字
（
殻
日
当
宋
溝
な
ど
）
。

　
読
書
語
彙
関
係
の
字
（
三
笠
瞳
一
肌
罵
な
ど
）
。

　
動
植
物
名
の
漢
字
（
鹿
熊
猿
狼
猫
鶴
鳩
召
電
蛍
蝶

　
杉
栗
柿
梨
桂
回
忌
藤
蓮
一
一
な
ど
。
半
数
以
上
正

　
答
を
入
れ
る
と
さ
ら
に
多
い
）
。

　
学
習
漢
字
に
比
べ
て
、
習
得
経
路
・
領
域
が
個
人

的
で
あ
る
表
外
字
も
習
得
要
因
と
し
て
共
通
性
を
も

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

2
　
読
め
な
い
表
外
字

　
常
に
全
員
と
も
読
め
な
い
固
定
し
た
文
字
群
が
あ

り
、
次
ぎ
の
よ
う
な
字
で
あ
る
。

　
か
な
が
き
、
書
き
か
え
、
略
字
な
ど
が
徹
底
し
て

　
現
在
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
て
い
な
い
字
（
糎
貰

　
忽
恰
遽
尤
亦
戟
漫
吟
藍
な
ど
）

　
人
名
用
漢
字
で
も
、
現
在
あ
ま
り
命
名
さ
れ
な
い

　
字
（
胤
瑞
馨
惣
な
ど
）

　
宇
画
が
多
か
っ
た
り
、
昔
か
ら
む
ず
か
し
い
と
さ

　
れ
て
炉
る
字
（
髭
顎
叢
繋
叢
叢
毒
堰
駁
毛
な
ど
）

3
　
表
外
字
を
読
む
力
の
発
達

　
6
回
の
調
査
を
通
し
て
み
た
読
み
の
成
績
は
、
正

答
率
で
は
伸
び
が
認
め
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
調
査

文
字
が
使
用
度
順
位
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
、
文
字
数

も
順
次
ふ
え
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
2
年
前
期

と
3
年
卒
業
時
に
共
通
に
調
査
し
た
文
字
（
当
字
）

に
つ
い
て
み
る
と
、
同
じ
読
め
た
字
に
、
音
訓
反
応

の
深
化
（
藤
を
ト
ウ
と
だ
け
読
め
る
よ
り
ふ
じ
も
読

め
た
ほ
う
が
習
得
度
は
深
い
）
が
認
め
ら
れ
る
。

2
年
前
期

3
年
卒
業
時

77字59字母音
25％19％数正

93字66字答訓
30％21％数正

　　　　　答文
163字120字数字
53％39％　　正

◎
　
表
外
字
の
習
得
経
路

　
習
得
の
内
省
記
入
に
よ
っ
て
習
得
経
路
と
文
字
と

の
関
連
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
習
得
の
経
路
と
し

て
、
人
名
、
地
名
、
教
科
の
学
習
、
　
一
般
の
読
書
活

動
、
テ
レ
ビ
・
映
画
・
音
楽
・
看
板
．
広
告
．
宣
伝

等
が
あ
げ
ら
れ
、
読
め
た
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
と
の
対

応
が
著
し
い
。
中
に
は
、
，
生
徒
に
よ
っ
て
、
同
じ
字

を
地
名
か
ら
と
す
る
も
の
、
社
会
科
学
習
か
ら
と
す

る
も
の
と
い
う
よ
う
な
違
い
も
あ
る
が
、
そ
れ
も
観

点
の
差
、
印
象
の
差
で
、
実
質
的
に
は
同
経
路
の
場

合
が
多
い
。
中
学
生
の
段
階
で
は
、
読
め
た
表
外
字

の
習
得
経
路
を
か
な
り
ま
で
跡
づ
け
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
こ
の
結
果
の
検
証
の
た
め
に
、
よ
く
読
め

た
5
0
字
を
、
同
学
年
の
中
学
生
集
団
（
踊
．
娚
人
）

に
同
じ
調
査
法
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
習
得
経
路
の

反
応
が
、
量
的
に
も
集
中
し
、
文
字
に
よ
っ
て
、
地

名
か
ら
の
字
（
潟
一
一
）
、
学
習
か
ら
の
字
（
枕
禄

岬
）
と
い
う
よ
う
に
判
然
と
し
、
習
得
経
路
の
調
査

法
と
結
果
に
信
頼
性
が
見
ら
れ
た
。

－
表
外
字
と
自
然
習
得

　
人
名
の
う
ち
、
知
名
度
の
高
い
芸
能
．
ス
ポ
ー
ツ

関
係
者
の
名
が
、
習
得
上
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
と

は
予
想
さ
れ
た
が
、
固
有
名
詞
と
し
て
普
遍
的
で
な

い
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
経
路
で
あ
る
こ
と
を
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
う

認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
（
例
1
1
錦
↓
錦
之
助
　
栃
錦

梶
↓
梶
光
夫
）

　
興
味
・
関
心
の
あ
る
こ
と
を
、
視
覚
的
」
聴
覚
的

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ら
か
、
テ
レ
ビ
・
映
画
．
歌

謡
曲
な
ど
の
題
名
や
歌
詞
か
ら
覚
え
る
と
し
て
読
め

た
拳
設
置
讐
諜
焔
狗
鍵
唇
瞼
逢
唄
盃
串
槍
な
ど
の
文

字
は
、
　
一
種
の
か
た
よ
り
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
強
烈
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べ
i

（
．

・
7
・
　
、
．
　
　
《

な
印
象
の
も
の
が
残
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
一
般
の
読
書
か
ら
と
し
た
文
字
群
は
固
有
名
詞
や

教
科
書
等
で
使
用
さ
れ
な
い
、
普
通
名
詞
や
動
詞
・

形
容
詞
な
ど
、
よ
り
広
い
語
彙
範
囲
か
ら
の
習
得
は

認
め
ら
れ
る
が
、
興
味
中
心
の
感
覚
的
な
性
格
が
著

し
い
。
（
憧
嬉
嘘
嫌
噂
淋
叱
頑
妖
匂
眉
瞳
肌
）

　
こ
の
よ
う
に
読
め
た
文
字
と
経
路
と
の
関
係
を
み

て
く
る
と
、
計
画
的
な
学
習
に
よ
る
文
字
習
得
の
ほ

か
に
、
自
然
習
得
に
よ
る
文
字
が
多
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
る
。

2
　
教
科
の
学
習
と
表
外
字

　
中
学
三
年
間
の
各
教
科
書
に
使
用
さ
れ
た
表
外
字

の
字
種
総
数
は
鵬
字
で
、
そ
の
多
く
は
教
科
内
容
に

関
す
る
固
有
名
詞
（
四
五
）
や
普
通
名
詞
で
あ
る
。

中
に
は
い
く
つ
か
の
教
科
に
わ
た
っ
て
用
い
ら
れ
て

い
る
使
用
度
の
高
い
も
の
も
あ
り
、
意
外
な
ほ
ど
読

め
た
表
外
字
と
の
関
連
が
み
ら
れ
る
。

　
読
め
た
字
の
成
績
と
教
科
書
で
の
使
用
文
字
と
の

関
係
を
み
る
と
、
各
教
科
書
で
使
用
さ
れ
た
漢
字
で

成
績
の
よ
い
も
の
と
、
教
科
書
に
は
未
使
用
で
も
成

績
の
よ
い
も
の
と
、
二
つ
に
分
れ
る
。
し
か
も
字
種

も
、
教
科
書
関
係
か
ら
の
文
字
は
固
有
名
詞
や
普
通

名
詞
系
統
の
も
の
、
教
科
書
以
外
か
ら
の
文
字
は
、

日
常
生
活
や
読
書
・
娯
楽
に
よ
る
一
種
の
性
格
を
も

っ
た
系
統
の
も
の
と
い
う
判
然
と
し
た
二
つ
の
型
が

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

七
　
漢
字
の
習
得
に
つ
い
て

　
漢
字
教
育
の
課
程
で
は
、
読
み
と
書
き
の
到
達
目

標
が
異
な
っ
て
い
る
。
読
み
書
き
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点

か
ら
習
得
状
況
を
見
て
き
た
が
、
こ
の
調
査
結
果
か

・
ら
、
漢
字
習
得
上
の
問
題
点
と
し
て
、

　
累
積
の
成
績
と
完
了
の
成
績
と
に
よ
る
正
答
字
数
の
ゆ
れ

　
読
み
に
お
け
る
音
訓
の
観
点
の
有
無
に
よ
る
正
答
字
数
の

　
ゆ
れ

が
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
卒
業
時
の
教
育
漢
字
の
習
得
に
つ
い
て
改
め
て
み

る
と
、A
　
文
字
中
心
。
累
積
の
結
果
の
観
点
か
ら
の
成
績

読
み
學
書
き
學
饗

　
B
　
音
訓
お
よ
び
習
得
完
了
の
観
点
か
ら
の
成
績

　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

審
城
島
完
了
照
完
了

　
＊
の
数
字
は
、

　
答
無
答
の
あ
る
も
の
を
い
う
）

　
ら
の
も
の
。

と
、
整
理
の
観
点
に
よ
っ
て
、

量
に
、
大
き
な
差
、

て
い
る
。
紙
面
の
都
合
で
、

え
な
い
が
、

m
字

ゆ
れ
現
象
（
習
得
完
了
と
認
め
た
後
に
、

　
　
　
を
除
い
た
き
び
し
い
観
点
か
「、　590

誤＊5呂4

　
　
　
　
　
　
　
成
績
一
習
得
文
字

　
　
　
習
得
段
階
が
あ
る
こ
と
を
示
し

　
　
　
　
　
　
詳
し
く
具
体
例
は
あ
げ

字
種
に
即
し
て
み
る
と
こ
の
こ
と
が
さ

ら
に
首
肯
さ
れ
る
。

　
こ
の
数
字
は
、
習
得
と
い
う
場
合
、
あ
る
文
字
に

つ
い
て
あ
る
音
（
ま
た
は
訓
）
で
読
め
る
↓
そ
の
文

字
の
音
も
訓
も
つ
く
し
て
読
め
る
↓
正
し
く
書
け
る

↓
正
し
く
読
め
る
だ
け
で
な
く
正
し
く
書
け
る
↓
あ

る
テ
ス
ト
時
だ
け
で
な
く
、
ど
の
テ
ス
ト
時
（
い
つ

で
も
）
正
し
く
読
め
正
し
く
書
け
て
正
答
反
応
が
固

定
し
て
い
る
（
こ
の
調
査
で
の
習
得
の
完
了
）
↓
必

要
に
応
じ
て
実
際
の
読
み
書
き
の
場
で
い
つ
で
も
正

し
く
読
め
、
正
し
く
使
用
で
き
る
（
使
用
力
）
↓
特

定
の
語
句
で
な
く
、
語
句
の
範
囲
が
拡
大
で
き
る

（
応
用
力
。
後
述
の
C
の
調
査
で
は
こ
の
問
題
に
視

点
を
置
い
た
）
と
い
う
段
階
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
時
点
で
の
正
答
反
応
か

ら
、
そ
れ
が
真
の
習
得
に
達
す
る
ま
で
に
、
直
線
的

上
昇
的
な
習
得
過
程
を
と
ら
ず
、
螺
旋
的
な
習
得
過

程
を
と
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
一
回
だ
け
の
調
査
で

は
み
ら
れ
な
い
習
得
上
の
問
題
が
、
同
じ
生
徒
の
継

続
調
査
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、

正
答
反
応
が
早
く
確
実
に
定
着
す
る
か
、
浮
動
す
る

か
は
、
文
字
に
よ
り
、
ま
た
生
徒
に
よ
っ
て
異
な
る

こ
と
も
示
さ
れ
た
。

　
教
育
外
当
用
漢
字
の
場
合
は
、

　
A
　
読
み
鵬
字
　
書
き
鵬
字
　
読
み
書
き
踊
字

　
B
　
完
了
捌
　
　
完
了
撒
7
6
　
完
了
8
4
4
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
穿
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中
学
で
学
習
し
ば
じ
め
た
文
字
で
あ
る
だ
け
に
v

A
B
の
差
は
い
っ
そ
う
開
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。　
な
お
、
漢
字
習
得
に
つ
い
て
は
、
習
得
過
程
や
問

題
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
誤
答
の
分
析
、
習
得

要
因
と
し
て
教
科
書
の
ほ
か
に
、
学
習
指
導
面
、
学

習
者
（
生
徒
の
能
力
、
読
書
生
活
、
性
格
な
ど
）
に

つ
い
て
も
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
紙
面
の
都

合
上
省
略
し
、
本
稿
で
は
、
漢
字
習
得
の
実
態
面
だ

け
を
一
音
訓
の
観
点
か
ら
と
ら
え
た
読
み
の
問
題

（
表
外
字
も
加
え
て
）
を
中
心
と
し
な
が
ら
－
紹

介
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
『
中
学
生
の
漢
字
習

得
に
関
す
る
研
究
』
を
あ
わ
せ
て
お
読
み
い
た
だ
き

た
い
。
（
な
お
、
本
研
究
の
教
科
書
関
係
の
調
査
は

中
村
明
が
担
当
。
同
書
所
収
「
中
学
校
の
教
科
書
に

お
け
る
漢
字
の
出
現
状
況
に
関
す
る
研
究
」
）

C

漢
字
の
使
用
力
・
習
熟
度
を
中
心
と
し
た
研
究

三
の
ω
　
作
文
「
小
学
校
時
代
の
思
い
出
」

　
　
に
み
る
中
学
生
の
漢
字
使
用
の
実
態

e
、
調
査
内
容
　
教
室
で
書
か
せ
た
一
単
位
時
間

の
課
題
作
文
「
小
学
校
時
代
の
思
い
出
」
に
お
け

る
漢
字
使
用
の
実
態

◎
、
被
調
査
老
　
東
京
都
北
区
立
T
中
学
校
の
各

学
年
一
ク
ラ
ス
ず
つ
二
年
生
4
4
名
　
二
年
生

43

ｼ
　
三
年
生
4
0
名
計
撚
名
）

⇔
、
調
査
時
期
　
昭
和
3
9
年
1
2
月

⑳
、
結
果
の
概
要

1
　
漢
字
の
含
有
率
　
本
文
全
体
の
文
字
数
（
文

題
・
署
名
に
用
い
た
文
字
、
「
　
」
　
、
。
な
ど
の

記
号
類
を
除
く
）
に
対
す
る
漢
字
の
含
有
率
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
学
年
・
男
女
別
な
ど
に
よ
る
一
定

の
傾
向
性
は
認
め
が
た
い
。

計女男

232421

22

24

20

26

24

23

学
年
丁
年
生

2
年
生
　
3
年
生

2
　
字
種
別
丁
な
り
字
数
　
一
年
～
三
年
の
計
所

　
名
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
た
字
種
別
異
な
ザ
字
数

　
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
Q

其
癖
　
…
撫
｝
一

　
　
教
育
漢
字
は
、
そ
の
7
0
％
が
、
撚
人
の
集
団

　
に
よ
っ
て
、
と
に
か
く
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

　
を
学
年
配
当
と
実
際
の
使
用
と
の
関
係
で
見
る

　
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
一
見
し
て
明
ら
か
な

よ
う
に
、
配
当
年
次
の
早
い
も
の
ほ
ど
使
用
率

が
高
く
、
お
そ
い
も
の
ほ
ど
使
用
率
が
低
く
な

る
傾
向
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
。
六
学
年
配
当

漢
字
で
は
、
3
3
％
に
す
ぎ
な
い
。

学年1配当字蜘使用字数1使用率

97％

96

95

71

52

33

妬
期
白
苔
皿
4
8

46

105

187

205

194

144

1
　
　
2
　
　
3
　
　
4
　
　
ド
D
　
　
6

70620881計

3
　
表
外
字
の
使
用
　
町
名
に
よ
っ
て
こ
の
作

文
に
使
用
さ
れ
た
表
外
字
は
、
つ
ぎ
の
4
7
字
で

あ
っ
た
。

椅
三
猿
三
三
崖
頑
崎
三
三
日
頃
三
三
三
岡

堀
之
上
叱
須
疹
誰
瀞
差
響
駄
乃
諸
塚
灯
藤

洞
栃
唄
阪
猫
僕
哉
爺
壁
塗
呂
戻
鎌
直
訴

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
も
っ
と
も
特
徴
的
な
の
は

「
僕
」
で
あ
っ
た
。
「
僕
」
は
、
一
年
～
三
年
の

男
子
の
ほ
と
ん
ど
が
使
用
し
て
お
り
、
誤
字
率

も
高
い
。
使
用
さ
れ
た
表
外
字
の
傾
向
と
し
て

ぽ
、
字
形
・
字
画
の
繁
簡
よ
り
も
、
使
用
し
た
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」

「
　
’

あ

ρ
．
浅

生
徒
に
と
っ
て
身
近
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
事
物

を
表
わ
す
漢
字
が
多
く
出
現
す
る
も
の
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

4
　
漢
字
の
誤
字
率
使
用
さ
れ
た
漢
字
㎜
字

に
対
す
る
一
人
当
た
り
の
平
均
誤
字
（
誤
用
字

を
含
む
）
数
は
つ
ぎ
の
と
お
り
、
2
～
3
字
で
、

学
年
差
、
男
女
差
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
。計女男学

年

　

a
詰

む
a
字

ユ

a
字

　3，　
a
字

　

a
字

　

Z
字

ら

2
字

　λ
字

　
・
年
生

2
年
生
　
3
年
生

三
の
㈲
　
中
学
生
の
漢
字
使
用
に
関
す
る
調
査

　
一
「
備
考
漢
字
」
（
卍
字
）
の
使
用
力
－

e
、
調
査
内
容
　
改
定
学
習
指
導
要
領
で
、
小
学

校
に
お
ろ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
「
備
考
漢
字
」

に
つ
い
て
の
、
崩
字
の
音
・
訓
を
つ
く
し
て
の
、

一
語
な
い
し
十
口
語
に
よ
る
書
字
力
。

⇔
、
被
調
査
者
　
東
京
都
北
区
立
－
中
学
校
、
同

W
中
学
校
の
三
年
生
三
二
ク
ラ
ス
ず
つ
（
男
子
7
3

名
、
女
子
8
0
名
、
計
旧
名
）

⇔
調
査
時
期
　
昭
和
4
6
年
1
0
月

㈲
結
果
の
概
要
　
調
査
字
の
す
べ
て
に
つ
い
て
報

告
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
は
な
い
の
で
、
「
担
」
の
字

を
例
と
し
て
の
べ
る
。
問
題
は
、
便
宜
上
、
　
一
連

の
番
号
を
付
し
て
示
し
て
あ
る
が
、
実
際
に
は
1
4

枚
の
用
紙
に
分
散
さ
せ
、
同
一
字
の
問
題
が
同
一

用
紙
に
な
る
べ
く
の
ら
な
い
よ
う
に
配
列
し
た
。

ま
た
、
調
査
語
は
な
る
べ
く
現
代
語
と
し
て
生
き

て
い
る
語
を
選
ん
だ
。
し
か
し
、
そ
の
選
択
は
調

査
者
の
主
観
に
よ
っ
た
。

1
　
問
題
と
平
均
正
答
率

担
甥
ぐ
●
に
な
う
「

　
　
　
　
　
た
ん
か

　
①
病
人
を
□
架
で
運
ぶ
。

　
　
　
　
　
た
ん
と
う

　
②
仕
事
を
□
当
す
る
。

　
　
　
　
　
　
た
ん
に
ん

　
③
三
年
一
組
毒
心
の
先
生
。

　
　
　
　
　
た
ん
ぼ

　
④
土
地
を
□
保
に
金
を
借
り
る
。

　
　
　
　
　
　
か
　
た
ん

　
⑤
弱
い
者
に
加
□
す
る
。

　
　
ふ
　
た
ん
き
ん

　
⑥
負
□
金
。

　
　
　
　
　
ぶ
ん
た
ん

　
⑦
仕
事
の
分
□
を
決
め
る
。

　
　
　
　
　
か
つ

　
⑧
荷
物
を
□
ぐ
。

　
　
　
　
　
に
な

　
⑨
大
役
を
□
う
。

　
平
均
正
答
率
は
3
2
％
で

担
・
分
担
」
な
ど
、

1　　48　54　28　11　68　68 13

％

6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
担
当
・
担
任
・
負

　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
生
活
の
中
で
も
ふ
れ

る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
語
の
場

合
、
5
0
～
7
0
％
台
の
正
答
率
を
示
し
て
い
る

　
　
が
、
他
の
語
で
は
お
し
な
べ
て
低
い
。
「
か
つ

　
　
ぐ
．
に
な
う
は
、
改
定
音
訓
表
で
新
た
に
付
加

　
　
さ
れ
た
よ
み
で
あ
る
。
．
こ
の
調
査
の
実
施
時
点

　
　
で
は
特
に
抵
抗
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
②
　
誤
用
例
　
こ
の
調
査
で
は
、
ど
の
問
題
も
、

　
　
目
当
て
の
字
を
正
確
に
記
入
し
た
も
の
の
み
を

　
　
正
答
と
し
た
。
正
答
以
外
の
反
応
に
は
誤
字
の

　
　
場
合
と
、
他
の
字
を
当
て
た
誤
用
の
場
合
と
が

　
　
あ
る
。
誤
用
の
場
合
の
比
較
的
多
か
っ
た
反
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
を
掲
げ
る
。
○
の
数
字
は
反
応
数
を
示
す
。

　
　
担
架
↓
単
糸
⑭
・
短
架
⑪
　
担
保
↓
単
保
⑧
・

　
　
長
保
④
・
田
保
④
　
加
担
↓
加
州
⑦
・
加
単
④
・

　
　
加
嘆
④
　
負
担
↓
負
短
⑦
　
分
担
↓
分
短
④

　
　
担
う
↓
任
う
⑪
・
荷
う
⑦
・
役
う
④
・
似
う
④

　
　
　
こ
こ
に
あ
げ
た
の
は
、
塒
名
中
4
名
以
上
の

　
　
老
に
よ
っ
て
誤
用
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら

　
　
を
見
る
と
、
①
読
み
が
同
じ
で
、
か
つ
意
味
的

　
　
に
も
近
い
漢
字
を
当
て
た
も
の
②
読
み
は
同
じ

　
　
で
も
、
意
味
的
に
は
結
び
つ
か
な
い
漢
字
を
当

　
　
て
た
も
の
　
③
意
味
的
に
共
通
す
る
部
分
の
あ

　
　
る
漢
字
を
当
て
自
己
流
の
読
み
を
与
え
た
も
の

　
　
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
。

　
以
上
、
「
担
」
に
つ
い
て
の
概
略
を
紹
介
し
て
み

た
。
字
の
全
体
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
ま
と
め
て
報

告
し
、
漢
字
指
導
、
語
彙
指
導
の
た
め
の
基
礎
的
資
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、

料
と
し
て
供
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
（
三
の
ω
二
二
の
㈹

今
後
の
課
題

根
本
今
朝
男
）

　
以
上
の
二
つ
の
系
統
の
調
査
結
果
を
通
し
て
、
e

大
学
生
や
社
会
人
の
誤
読
現
象
が
多
い
と
い
う
読
字

．
力
の
問
題
点
の
所
在
（
音
訓
関
係
）
　
⇔
漢
字
力
低

下
一
こ
と
に
書
字
力
に
つ
い
て
一
の
原
因
の
実

態
　
㊧
中
学
生
の
漢
字
習
得
は
、
国
語
科
に
お
け
る

計
画
的
な
漢
字
学
習
以
外
に
、
他
教
科
の
学
習
を
通

し
て
、
ま
た
文
字
環
境
に
よ
る
自
然
習
得
に
よ
っ
て

補
強
さ
れ
て
い
る
　
，
㈱
読
み
書
き
で
き
る
文
字
は
社

会
に
お
け
る
そ
の
文
字
の
使
用
状
況
を
反
映
す
る

㈲
継
続
調
査
が
実
施
で
き
た
た
め
に
、
正
答
文
字
の

累
積
結
果
に
よ
る
習
得
可
能
な
文
字
量
（
字
種
）

と
、
習
得
完
了
結
果
に
よ
る
現
実
の
習
得
状
況
に
近

い
文
字
量
（
字
種
）
お
よ
び
、
漢
字
習
得
過
程
　
因

漢
字
の
習
熟
度
を
み
た
場
合
の
語
彙
力
と
の
閥
係
な

ど
が
結
果
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　
漢
字
の
習
得
を
い
う
と
き
、
習
得
の
基
盤
と
な
る

適
切
、
効
果
的
な
学
習
指
導
法
も
あ
げ
な
け
れ
ぽ
な

ら
な
い
が
、
そ
の
指
導
法
も
、
習
得
の
実
態
や
問
題

点
を
ふ
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
前
進
す
る
。
そ
の
意

味
で
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
の
上
に
立
っ
て
、
漢

字
習
得
に
必
要
な
基
礎
的
な
研
究
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
次
の
二
つ
は
、
早
い
．

時
期
に
着
手
す
べ
き
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
e
義
務
教
育
段
階
で
の
習
得
状
況
に
引
続
き
、
高

校
・
大
学
生
な
ど
に
つ
い
て
、
中
学
生
で
得
た
結
果

が
そ
の
後
ど
う
展
開
し
、
完
了
す
る
か
、
習
得
の
実

態
・
問
題
点
を
把
握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
中
学
で
問
題
を
残
し
た
文
字
（
音
・
訓
）
に
つ

い
て
、
卒
業
直
前
の
高
校
生
に
調
べ
た
と
こ
ろ
、
未

習
得
文
字
（
音
・
訓
）
が
残
さ
れ
た
こ
と
、
ル
ビ
使

用
と
い
う
形
で
、
一
種
の
社
会
的
な
文
字
指
導
が
行

な
わ
れ
て
い
た
昔
と
ち
が
っ
て
、
教
育
の
場
以
外

で
、
だ
れ
が
誤
り
を
訂
正
し
て
く
れ
る
か
と
い
う
隠

題
も
含
め
て
、
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
、
大
学
生
や
成

人
の
詳
し
い
実
態
も
調
べ
、
そ
の
上
に
立
っ
た
、
教

育
関
係
か
ら
の
文
字
政
策
へ
の
発
言
が
必
要
で
あ
る

と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　
◎
漢
字
習
得
の
過
程
の
中
で
習
熟
度
を
調
べ
た
場

合
単
に
文
字
と
し
て
の
問
題
で
な
く
、
語
彙
の
理
解

と
表
現
、
語
彙
習
得
の
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
が
、
漢
字
習
得
に
つ
い
て
の
研
究
を

深
め
る
た
め
に
は
生
徒
の
語
彙
力
の
面
か
ら
の
研
究

が
不
可
欠
と
な
る
。
語
彙
と
漢
字
の
調
査
は
、
国
語

研
究
所
の
一
つ
の
研
究
テ
、
ー
マ
で
あ
る
が
」
学
習
者

の
側
、
使
用
者
の
側
か
ら
も
、
こ
の
問
題
を
と
り
あ

げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
漢
字
習
得
に
つ
い
て
の

質
的
な
面
が
解
明
さ
れ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
芦
沢
節
）
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